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どのようなまちにしたいのか？ 

○都市基盤が整い産業が発展し、働く場所のあり、ものづくりの活気が 

 あふれる職・住近接型のものづくりのまち 

 

○交通結節点となる府中駅周辺に都市機能を集積し、どこへ住んで 

 いても、だれもがその機能を享受できる利便性の高いまち 

 

○石州街道や備後国府跡など、歴史・文化を感じられる魅力あるまち 

 

こどもから大人まで、魅力を感じる個性あふれるまちを形成 
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■府中市の産業 

府中家具 

府中味噌 

ラジコンヘリコプター 

ダイカスト製品 

旋盤用パワーチャック 

スピングルムーブ 

テルペン樹脂 ラバータイル 
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■中心市街地への都市機能の集約 

★府中市民病院 

★道の駅（交通結節点） 

★府中学園 



4 

■歴史・文化 

【石州街道 出口通り】 【備後国府跡】 平成28年10月3日 国史跡指定 



②交通結節点となる府中駅周辺に都市機能を集積させ、だれもが歩いて 

 暮らせ、歴史や文化に触れられる府中の顔となる生活中心街の形成  

①都市基盤、産業基盤が整い、商業などの生活支援機能が集積し、 

 職・住・農が調和した基本市街地の形成（住みやすいまち）  

都市計画マスタープランの将来都市構造【ネットワーク型のコンパクトシティ】 
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【基本市街地の形成】+【生活中心街の形成】   

住みやすい生活環境が整い、魅力あるまちを形成  

住む場所として選ばれるまち 

人口減少を緩やかにし、現在ある医療・福祉・商業などの生活支援機能を維持 

このことにより 

すなわち 

それは 

車や公共交通の利用により、市内どこでも住み続けられるまちに！ 

結果 

ネットワーク型のコンパクトシティの形成 
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○将来都市構造の実現 

人口減少・少子高齢化社会の中で、限りある財源を効率的に活用し、都市機能の集積や 
住みやすいまちを形成するためには、都市計画手法のみでは実現できず、医療・福祉・ 
商業・文化・財政などの分野と連携した総合的なまちづくりを行う必要がある。 

立地適正化計画の活用（策定） 

他分野と集約型都市構造の必要性を共有しながら、持続可能な都市経営を行う！ 

そのため 

このことにより 

居住誘導区域（基本市街地）と都市機能誘導区域（生活中心街）、 
誘導施設を設け、居住と都市機能の誘導を図る 

そこで 
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府中市第４次総合計画 
備後圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
上下都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
（広島都市計画区域マスタープラン） 

府中市都市計画マスタープラン（平成２６年度改訂版） 

 
 府中市立地適正化計画 

  

【公共交通】 
地域公共交通網形成計画等（H29年度以降策定） 

【中心市街地活性化分野】 
中心市街地活性化基本計画 

【環境分野】 
府中市緑の基本計画等 

【子育て・福祉・医療分野】 
府中市地域福祉計画等  

【財政分野】 
府中市公共施設等総合管理計画等 

連携・整合 

【農林分野】 
森林基本計画等 

【土地等活用分野】 
空家等対策計画等（H28年度策定予定） 

 

 
○立地適正化計画の位置づけ 

8 



立地適正化計画を活用した都市計画マスタープランの基本市街地、生活中心街の具現化 

居住誘導区域 
を指定する 

都市機能誘導区域 
を指定する 

分野 誘導施設 

医療 ・病院 

福祉 

・地域包括支援 
 センター 

・サービス付き 
 高齢者住宅 

子育て 
・府中市児童会館  
（POM） 

文化 

・府中市立図書館 

・府中市生涯学習 
 センター（TAM） 

・府中市文化センター 

・府中市地域交流 
 センター 

・府中市 
 歴史民族資料館 

商業 

・大規模商業施設 

（床面積10,000㎡以上） 

・道の駅 

・健康増進施設 

行政 
・市役所 

・府中市教育センター 

9 



【居住誘導区域】―基本市街地 
・都市の骨格となる都市計画道路や下水道などの都市基盤整備を計画的かつ優先的に行う。 
・狭隘道路整備事業を活用した生活環境の改善 

 
○現在の事業 
 ・都市計画道路として南北道路、目崎出口線を整備中 
 ・狭隘道路整備も実施中 

 
【都市機能誘導区域】―生活中心街 
・都市機能の集積、維持 （スクラップ・アンド・ビルドは現実的ではない） 
・高齢者や障害者などが歩いて暮らせるまちとするため、道路、交通インフラのバリアフリー化を行う。 
・歴史・文化を感じられる魅力あるまちを形成するため、修景事業を推進などの環境整備を推進する。 
 
○現在又は今までの事業（中心市街地活性基本計画、都市再生整備計画など） 
 ・府中統合小中学校、地域交流センター、道の駅、ＰＯＭなどの整備、これに付随する道路整備 
 ・府中駅周辺道路の歩行空間整備 
 ・街なみ環境整備事業による石州街道出口通りの修景事業 
 
○これからの整備 
 ・交通結節点となる府中駅周辺整備（駅前広場や自由通路などによる交通結節点の強化） 
 ・継続的な歩行空間の整備 
 ・駐車場の整備など 

○具体的な誘導施策 

地域のニーズに合った公共交通網の形成 
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【補足】府中市の立地適正計画の特徴 
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